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活動地域 全国

実績

インバウンド観光再開の整備

自己紹介

30年間の旅行会社での勤務を経て現職（専門分野：観光学・観光地域振興）
●内閣府地域活性化伝道師選任 ●総務省 地域力創造アドバイザー
■委員会等（主なもの）
2011年 観光庁 『テーマ別観光インバウンド地方誘客事業検討委員会』委員
2022年 観光庁 『外国人旅行者に対する地域資源検討委員会』座長
2020年 観光庁 『インバウンドの地方誘客促進のための専門家派遣事業 』委員
2021年 観光庁 『インバウンド受入実証事業に係る審査委員会』 委員
2021年 総務省 『海外における映像コンテンツ地域情報発信事業」委員
2021年 文化庁 『Living History（生きた歴史体感プログラム）促進事業』委員
2022年 観光庁 『環境に配慮した持続可能な周遊観光促進事業』委員
2022年 観光庁 『観光資源を活用した地域の稼げる看板商品の創出事業』委員
その他、各省庁や地方自治体等のインバウンド観光関連委員を歴任
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地域連携（記載日：2022/10/１）
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（１）長引くコロナ禍の中で地域観光は大きな打撃を受けています。この逆風をチャンスと捉え全国の観光地域ではインバウンド
観光再開に備え地道な受入体制の整備を行う事が肝要です。今まで観光と縁遠い地域でも、その土地の生活文化をベース
に①今だけ、②ここだけ、③あなただけ、の観光プログラムを構築する事は十分可能です。少子高齢化の時代に観光による交流
人口の拡大や関係人口の拡大を目指すためのノウハウを教授します。

（２）日本の観光政策の課題は外国人観光客の地方分散です。こうした新たな流れの中で全国の市町村においても出来る対策を今から
準備する必要に迫られています。しかし私が訪問したその多くの地域は一生懸命に取り組んではいるものの、残念な事に空回りし
ている地域が大変多いのが現状です。他の産業と異なり学術理論だけでは観光による地域活性化は成り立ちません。全国各地で実
践してきた現場の成功事例、失敗事例をベースしながら、ご当地オリジナルの集客理論を構築していきます。『自分の地域を本当
に何とかしたい！』という熱い皆さんの地域を応援していきます。

ヨーロッパ

外国人観光客の地方分散
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